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CFRP はリサイクルが困難であり、現状のリサイクル方法では良質な CFRP として再利用

することは困難である。本研究では、CFRP を常圧溶解法で処理することにより各素材に分

離し、それらを再び CFRP に利用するリサイクル技術を開発中である。本技術は CFRP だけ

でなく、FRP 全般に適用できる。           
 

                                                 

 当社では、アルカリ金属塩触媒とアルコール系溶媒を用いて常圧下、200℃程度で、エステル結

合を有する熱硬化性樹脂を溶解する常圧溶解法を開発した。この方法は酸無水物硬化エポキシ樹脂

をマトリックスとして用いた CFRP にも適用できる。加圧せずに 200℃で処理するという穏やかな条

件で樹脂を分解するため、CF を劣化させることなく回収できる。常圧溶解法による CFRP の溶解処

理経過を図 1 に示す。 

 

 

 

図 1 常圧溶解法による CFRP の溶解処理経過 
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 回収 CF を用いて乾式で不織布を作製するために、開繊と梳綿を行い、図 2 に示す薄いウェブ状

の CF を作製した。これを数枚重ねて不織布を作り、これに不飽和ポリエステル(UP)樹脂を含浸さ

せて、加熱加圧成形して CFRP を得た。UP 樹脂には充填材として炭酸カルシウム微粉末を配合した。 

 

図 2 開繊機による回収 CF 不織布作製 

 

同じ UP 樹脂を用いた GFRP 量産品を比較材として、引張試験を行った。その結果を図 3 に示す。

示す。繊維長 40mm 以下では引

 

 

 

 

再生 CFRP は新品 GFRP に対して、約 1.4 倍の引張強さになった。 

 回収 CF の繊維長を変化させて成形した CFRP の引張強さを図 4 に

張強さが低下することが分かる。したがって、粉砕したCFRPから回収したCFは繊維長が短くなり、

強化材としての用途は大幅に制限されると考えられる。 

 
 

0

20

40

60

80

100

120

140

160

引張強さ 引張弾性率 引張伸び

量
産

G
F
R
P
に
対

す
る
相

対
値
(%
)

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

0 50 100 150

回収炭素繊維中の繊維長さ(mm）

引
張
強

さ
（
M
P
a）

 
図 3 新品 GFRP と比較した 

  回収材使用 CFRP の引張試験 
図 4 回収 CF 繊維長と CFRP の

  引張強さ 
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